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端末（DCS 端末）を使い，種々のデータを監視しながら，
ストレスなく支援が可能である。さらに，固定式 ITV

（Industrial television）カメラによる現地映像を大型液晶モ
ニタで常時確認できる。モバイル端末により，離れた運転
員同士がお互いの顔を見ながら，同じ部屋にいるような環境
にてリアルタイムコミュニケーションが可能となり，スムー
ズな操業支援が実現できる。各機器のメンテナンス時やト
ラブル時には，ITVカメラの届かない範囲を移動式の無線式
WEBカメラを使用することで，無線 LAN 経由でリアルタ
イムにその状況（映像）を確認しながら適切な支援を行な
うことができる。
当センターでは，常時，電力会社，PPSからの電力受給

情報を把握することが可能である。この情報を元に，需要
家が必要とする電力量に見合ったプラントの最適操業支援
を各焼却施設に対して行ない，各焼却施設から最適な売電
電力の供給を電力会社，PPSに行なうことが可能となる。こ
のシステムは，現在，新潟県新潟市の新田清掃センターと
東京都調布市のクリーンプラザふじみの 2ヶ所のごみ焼却
施設で運用中であるが，その他のさまざまな発電プラントに
も適用が可能である。

3．	システムの特徴

「JFEハイパーリモートTM」の特徴を以下に示す。
（1）安定操業

複数施設の運転状況を 24 時間常時監視および把握す
ることで，横浜本社の技術員が問題点などの早期発見
と改善につなげ，安定操業が可能となる。

（2）技術者による迅速なトラブル対応
高速回線によるリアルタイム応答性と常時コミュニ

ケーション機能により，万一のトラブル発生時は当セン
ターの運転員および横浜本社設計技術者が迅速な対応
を行なうことが可能である。

（3）売電量の最適化
電力会社や当社グループ会社のアーバンエナジーを

始めとした PPSとの連携により，売電量の管理および
コントロールによる売電量の最適化を図ることが可能
である。

4．	導入効果

「JFEハイパーリモートTM」の導入効果を以下に示す。

図1　「JFEハイパーリモートTM」のシステム構成
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（1）売電量の最大化
本システムは複数施設の売電量をリアルタイムで一

括把握できるので，売電計画にできる限り近づく操業
支援を行なうことで，売電量計画とのズレを稽売
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